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ESP1の立体構造を決定し、EPS1受容体を同定した。
また、野生マウスにESP1が大量に発現しているこ
とを明らかにした。さらに、ESP1が性行動を促すこ
とを実証した。 図版提供：寺沢宏明

　フェロモンは動物どうしがコミュニケー

ションをとるための化学物質です。中でも、

異性を互いに引きよせるなど、繁殖行動の

際に重要な役割を果たします。私たちは、

以前に、マウス（ハツカネズミ）でフェロ

モンのはたらきをするペプチド（小さなタ

ンパク質）を発見し、ESP1と名づけました。

ESP1はオスの涙腺から分泌され、これに

触れたメスはオスの求愛行動を受け入れや

すくなります。

　現在、日本の都市部ではクマネズミやド

ブネズミが増加し、衛生環境の悪化が懸念

されています。また、海外の穀倉地帯でも

は、提示されないときに比べて、オスの求

愛を受け入れる頻度が5倍に増えました。

また、ESP1はマウスの鼻腔にある鋤
じ ょ び

鼻器

官の神経で受容され、その情報が脳の視床

下部（交尾行動を制御する）に伝わること

も確かめました。

　ESP1は、野生のマウスでは、調べたう

ちほとんどの種類で涙腺から分泌され、そ

の量も多いことがわかりました。ESP1は、

野生のマウスでは重要な役割を担っている

と考えられます。そこで、ESP1の受容体

結合面を同定し、その結果をもとに、

NMRを用いて受容体との結合を阻害する

化合物を探索しています。得られた成果を、

野生マウスの大量発生を抑制する化合物の

開発につなげたいと考えています。

　また、ESP1には、遺伝子のよく似たも

のが数十種類あり、ESPファミリーと呼ば

れます。このESPファミリーのタンパク質

の構造と機能も調べています。

しばしばネズミが大発生し、大規模な被害

が生じています。このため、私たちは、

ESP1を利用してネズミの繁殖行動を抑え

る方法を開発し、このような問題の解決に

役立てたいと研究を進めています。

　まず、私たちは、マウスのESP1の立体

構造をNMRで明らかにしました。また、

ESP1が結合する相手である、ESP1受容体

がどのタンパク質であるかも突き止めたの

で、ESP1と結合した状態での立体構造を

決定することが次の目標となりました。

　マウスの繁殖行動におけるESP1の効果

も検証しました。ESP1を提示されたメス

■ 日本の都市部ではドブネズミやクマネズミの増加による環境悪化が懸念され
ている

■ ネズミの求愛行動を引き起こすフェロモンは ESP1というタンパク質
■ このフェロモンを制御することで繁殖抑制が期待される

背
景

■ ESP1の構造と機能を解明した
■ ESP1の受容体結合面を同定した
■ ESP1が野生マウスの涙に大量に分泌されていることを明らかにした
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